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直接的な接触経験の乏しい諸外

国に関する認識や態度は，どのよ

うにして形成，維持あるいは変容

していくのであろうか。歴史や地

理など学校での社会科教育を通じ

て培われる知識が私たちの世界像

の基盤をなすとしても，時々刻々

と変化する世界像の動態を把握す

るうえでは，新聞やテレビなどの

外国関連報道が中心的な役割を果

たしているのは間違いない。しか

し「国際的なニュースの流れ

（international news flow）」に関

する研究は，そこで取り上げられ

る国や地域に大きな「偏り

（imbalance）」があり，報道内容

にもある種の「歪み（distortion）」

があることを繰り返し明らかにし

てきた。映像を中心とするテレビ

報道は，諸外国に関する直截的な

イメージを喚起するうえできわめ

て有効ではあるが，新聞に比べる

と項目数がはるかに少なく，それ

だけに各種バイアスの介入する余

地もまた大きいと言わざるを得な

い。

私たちは，日本の地上波テレビ

のニュース番組における外国関連

報道を対象として，日本人の対外

認識や対外態度との関連性を視野

に入れつつ，そこで構築される世

界像をいくつもの異なる視点から

検討することを目的に共同研究プ

ロジェクトを開始した。まずは21

世紀COEプログラム「多文化世

界における市民意識の動態」のた

めに録画した数多くのニュース番

組の中からNHK「ニュース10」，

TBS「筑紫哲也NEWS23」，テレ

ビ朝日（ANB）「ニュースステー

ション」（2004年４月以降は「報

道ステーション」）の３番組を選

んで放送内容の流れを一覧できる

ような形で構成表を作成し，それ

に基づいて各自がそれぞれに独自

の枠組みで内容分析を実施し，そ

の成果を６篇の論文にまとめて本

号の特集とした。

ここでは2003年11月から2004年

８月までの10ヶ月にわたるニュー

スを素材としているが，この間の

日本のテレビにおける外国関連報

道の特質，主要な争点や対象国・

地域の分布などの全体的傾向につ

いて最初に萩原論文が検討を加え

ている。実際，ここではイラク戦

争に次いで，拉致問題を中心とす

る日朝関係の話題が大きな比重を

占めることが明らかにされている

のだが，日韓両国のテレビ報道で

は全く異なる北朝鮮像が構築され

ていることを李論文が具体的に描
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出している。国際ニュースの中心

をなす政治や経済といったハード

ニュースに比べると，いかに異な

る世界像がソフトニュースで伝達

されているかを山本論文が考察，

この間の主要な争点のひとつとな

った鳥インフルエンザ報道を取り

上げた大坪論文では，そこで使用

されたアジア諸国の映像の特徴を

吟味している。また福田論文では，

国際テロ報道という枠組みでスペ

イン列車爆破事故に関するニュー

スの内容を映像やテロップを含め

て詳細に分析，金山論文ではニュ

ースの中で使われる「人の語り

（サウンドバイト）」に焦点を当て，

そうした形式的側面から外国関連

報道の特質についての論考を行っ

ている。

日本ではテレビ番組のアーカイ

ブを利用するのが困難なために，

テレビニュースの内容分析は，せ

いぜい１週間から１ヶ月程度の期

間の番組を対象とするのが通常で

ある。その点では10ヶ月という長

期にわたるテレビニュースの内容

分析は，先例のない試みと言える

が，それでもここで描き出された

世界像，諸外国のイメージは，い

ずれもスナップショットにすぎな

いのである。本プロジェクトでは，

今後も対象となる国・地域，争点，

枠組みなどをさらに拡大して外国

関連報道が構築する世界像のさま

ざまなスナップショットを撮り続

けていくことになるが，その中に

は対象期間に特殊な一時的側面と

ある程度の持続性を有する側面の

両方が含まれており，それを見極

めていくことが今後の研究課題と

なろう。

本プロジェクトは，慶應義塾大

学メディア・コミュニケーション

研究所「研究・教育基金」並びに

「NTTドコモ寄付金」（平成17年度）

による研究補助，放送文化基金

（平成16年度）による助成・援助金

により実現したものである。関係

者各位に深甚の謝意を表したい。
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